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図 5.5-34 流況が悪い月の水質縦断変化図（平成16年1月） 

 

 2) 本格運用開始後の流況が悪い時期 

本格運用開始以降（平成 23 年 4 月以降）では、紀の川大堰からの月平均放流量が最も少な

いのは令和 4 年 2 月（水質調査日：令和 4 年 2 月 9 日）である。このときの水質の縦断変化

は図 5.5-36 の通りであり、流況が悪い時期であっても、紀の川大堰によって下流の水質が

悪化する傾向は見られなかった。 
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(2) 日平均放流量が少ない日の水質縦断変化 

暫定運用開始以降に実施された水質調査日で日平均放流量が最も小さかった平成17年6月

1 日（Q=1.10m3/s）の水質縦断図を図 5.5-38 に示す。また、本格運用開始以降（平成 24 年

10 月以降）の水質調査日で日平均放流量が最も小さかった令和 4 年 2 月 9 日（Q=8.81m3/s）

の水質縦断図を図 5.5-39 に示す。 

結果を見ると、日平均放流量が少ない日においても、紀の川大堰によって下流の水質が悪

化する傾向は伺えない。 

 

 

図 5.5-37 水質調査日の流入量・下流放流量 
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図 5.5-38 平成17年6月1日の水質縦断変化図 
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図 5.5-39 令和4年2月9日の水質縦断変化図 
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5.6.1 水質のまとめ 

紀の川大堰は貯水池の水深が浅く、回転率も年平均で 1.4 回/1 日を確保していることから、

湛水による水質への影響は少ないと思われる。水質調査の結果では、大腸菌群数以外の項目

は、本格運用開始後は概ね環境基準を満たしている。 

水質の経年変化をみると、暫定運用開始前、暫定運用・本格運用開始後で概ね同等、又は、

良好な水質を示している。流入水質と放流水質は、大堰直上流地点（放流水質）と本川上流地

点（流入水質）を比べると、放流水の BOD、T-N、T-P は、流入水より若干高い値を示してい

る。 

堰運用による止水環境の拡大に伴う影響項目として挙げた、水温躍層の形成、貧酸素水塊の

発生については、暫定運用開始以降、確認されていない。また、堰下流の塩分濃度について

は、暫定運用開始前後、至近 5 ヶ年ともに弱混合型を示し、大きな変化は見られていない。 

底質の強熱減量（有機物量）、T-N、T-P 濃度は低い値で推移しており、底泥に堆積している

有機物・栄養塩の増加傾向は認められない。また、河床材料の粒度組成は砂分の占める割合が

高まっている。湛水域では、出水に起因すると考えられる底質の粒度組成の変動が見られ、年

によって変動が大きい一方、本川下流では、本格運用開始以降変動は少なく、砂分が大半を占

めている。 

以上より、紀の川大堰の運用による堰の上下流の水質の悪化は生じていないと考えられる。 

項目 検討結果等 評価 
改善の 

必要性 

生活環境

項目 

 

・本川上流の暫定運用開始以降（平成16年から令

和5年）の平均は、pH:7.8、BOD:1.0mg/L、

SS:5.3mg/L、DO: 10.1mg/L、大腸菌数(令和4～5

年)：130CFU/100mL 大腸菌群数:35,224MPN/100mL

となっている。 

・湛水域の平成16年から令和5年の平均は、

pH:7.9、BOD:2.0mg/L、SS:7.1mg/L、

DO:10.5mg/L、大腸菌数：164CFU/100mL 大腸菌群

数: 11,823MPN/100mL となっている。 

・本川下流の平成16年から令和5年の平均は、

pH:7.9、BOD:1.6mg/L、SS:5.9mg/L、

DO:8.7mg/L、大腸菌数：728CFU/100mL 大腸菌群

数：7,190MPN/100mL となっている。 

・pH、SS、DO は各地点ともにすべて

の年で暫定運用開始以降の平均

値は環境基準を満足している。 

・BOD は、紀の川橋上流、新六ヶ井

堰地点を除き、暫定運用開始以降

の平均値は環境基準を満足して

いる。 

・大腸菌数は、測定開始(令和 4年

4 月)以降、紀の川大堰下流地点

以外の平均値は環境基準を満足

している。 

・大腸菌群数は、暫定運用開始前か

らほとんどの年において環境基

準を満足していない。但し、湛水

域への流入水が高い値を示し大

堰の影響によるものではない。ま

た、糞便性大腸菌群数は平成 23

年以降、年間を通して概ね1,000

個/100mL 以下の範囲にあり、水

浴場水質判定基準ではほぼ「可」

と判断され、ただちに人体に害を

与えるレベルではない。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

 

健康項目 ・新六ヶ井堰地点の健康項目は、大堰暫定運用開始

以降、環境基準を満足している。 

・新六ヶ井堰地点の健康項目は、大

堰暫定運用開始以降、環境基準を

満足している。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 
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項目 検討結果等 評価 
改善の 

必要性 

流入・放

流水質の

比較 

 

 

・pH：流入水と放流水は同程度の値を示し、環境基準

を満足している。 

・BOD：放流水では流入水に比べて若干高いが、概ね

環境基準を満足している。 

・SS：流入水と放流水は同程度の値を示し、環境基準

を満足している。 

・DO：放流水と流入水の数値は相関がなく、環境基準

を上回ることがある。 

・大腸菌数： 

・大腸菌群数：放流水は流入水よりも低い値を示して

いる。 

・放流水質の生活環境項目は、流入

水と概ね同程度、または流入水よ

りも低い値で推移しており、湛水

による水質の悪化は認められな

い。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

湛水域へ

の影響 

・水温：3層とも概ね同程度で推移している。水温躍

層は形成されていない。 

・DO：3層とも概ね同程度で推移している。 

・濁度：夏季は出水の影響により下層の値がやや高く

なる傾向があるが、概ね各層とも同程度の値を示

している。 

・湛水域では躍層は形成されてい

ない。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

大堰下流

への影響 

・大堰下流のDOは、堰運用前後とも、夏季に低く、

冬季に高くなる季節変動を示している。 

・大堰下流の DO は、平成 20 年以降は上層と下層が

概ね同程度で推移している。 

・大堰下流の塩分濃度の縦断変化は、堰運用前後およ

び至近5ヶ年とも弱混合型で、大潮では水深1.0～

2.0m付近に、小潮では水深1.0m付近に、それぞれ

躍層が形成されている。 

・大堰下流の DO には、堰運用前後

でそれほど大きな変化が見られ

ず、堰の運用による貧酸素水塊の

発生は認められない。 

・堰運用後には海水と淡水の混合

が若干生じていることが窺える

が、堰運用前後で大きな変化は見

られない。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

土砂によ

る水の濁

り 

・暫定運用開始以降、湛水域の SS が本川上流の SS

を上回った日数は 62/105 日（59%）であるが、こ

のうち、湛水域と本川上流のSSの差が 5mg/L 以上

の日数は4日、10mg/L 以上の日数は1日。 

・湛水域の濁度が本川上流の濁度を上回った日数は

55/71 日（71％）であるが、このうち湛水域と本川

上流の濁度の差が5度以上の日数は5日、10度以

上の日数は0日。 

・本川上流の SSに対し湛水域や本

川下流の SS、濁度が著しく上回

る現象はみられず、紀の川大堰で

は濁水の長期化の現象は発生し

ていないと考えられる。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

富栄養化

現象 

・クロロフィル a は、暫定運用開始後に一時的に高

い値を示した年度があり、湛水域の値は若干高く

なった状態で推移している。 

・COD、T-N、T-P は、一時的に高い値を示した年度が

あるものの、暫定運用開始後も概ね一定レベルで

推移している。また、流入水質と湛水域の水質は

概ね同等レベルである。 

・湛水域では、植物プランクトン細胞数の増減と同

調してクロロフィル a 濃度が変化しているが、大

半が珪藻類であり水質異常などの報告はされてい

ない。 

・湛水域の一部では、一時的に栄養

塩濃度が高くなった記録がある

が、河道掘削による影響と想定さ

れる。 

・暫定運用開始後において、アオコ

の発生、異臭味などの水質異常を

引き起こした記録はなく、富栄養

化現象は発生していないものと

考えられる。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

底質 ・底質の粒度組成は、湛水域では年変動が大きい。大

堰直下流の地点では、暫定運用開始後、変動は少な

く、砂分が大半を占めている。 

・本川上流および湛水域の底質濃度は、年変動や一時

的な増加は見られるものの、増減の明確な傾向は

見られない。本川下流の底質濃度は、本格運用開始

以降は各地点ともに値が減少し、近年は各項目と

もに変化が少なく横ばいからやや減少の傾向が見

られる。 

・湛水域での底質の粒度組成の変

動は、河道掘削工事や出水に起因

すると考えられる。 

・底質の強熱減量（有機物量）、T-N、

T-P 濃度は低い値で推移してお

り、底泥に堆積している有機物・

栄養塩の増加傾向は認められな

い。 

現時点で

必要なし 

（現状調

査の継

続） 

 

5.6.2 今後の方針 

今後も水質調査を継続し、水質の監視に努める。 
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表 5.7-1(1) 「5.水質」に使用した文献・資料リスト 

NO. 文献・資料名 発行者・出典 発行年月 引用ページ・箇所 

5-1 

水質汚濁に係る環境基準につ

いて（昭和四十六年環境庁告

示第五十九号）別表の水域の

欄に掲げる公共用水域が該当

する水域類型  

（http://www.env.go.jp/hour

ei/syousai.php?id=01000031

） 

環境省 昭和47年11月 5.2.1 環境基準類型指定状況の整理 

5-2 

水質汚濁に係る環境基準につ

いて（S46環告第59号） 

改訂：R3 環告第 62 号 

改訂：R5 環告第 6号 

（http://www.env.go.jp/kiju

n/mizu.html） 

環境省 

昭和46年12月 

改訂：令和3年

10月 

改訂：令和5年3

月 

5.2.1 環境基準類型指定状況の整理 

5-3 

水質汚濁に係る環境基準につ

いて（R3環告第62号）

（https://www.env.go.jp/hou

rei/add/e065.pdf） 

環境省 令和3年10月 5.5.4 健康項目の評価 

5-4 
紀の川大堰関連環境調査とり

まとめ業務 報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成23年2月 

5.2.2 定期水質調査地点と対象とす

る水質項目 

5.2.3 水質調査状況の整理 

5.3.2 紀の川大堰水質の経年・経月

変化 

5.3.4 大堰下流の水質の経年変化 

5.3.6 底質の変化 

5.5.1 流入・放流水質の比較による

評価 

5.5.3 大堰下流に関する評価 

5.5.4 健康項目の評価 

5.5.5 土砂による水の濁りに関する

評価 

5.5.6 富栄養化現象に関する評価 

5.5.7 底質に関する評価 

5-5 

大和川紀の川新宮川水系水質

底質分析等業務 特記仕様書 

令和5年度 

近畿技術事務所 － 

5.2.2 定期水質調査地点と対象とす

る水質項目 

5.2.3 水質調査状況の整理 

5-6 水文諸量データ 
近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 
－ 

5.3.1 水理・水文特性 

5.3.2 紀の川大堰水質の経年・経月

変化 

5.3.3 紀の川大堰貯水池内水質の鉛

直分布の変化 

5.3.6 底質の変化 

5.5.2 湛水域に関する評価 

5.5.5 土砂による水の濁りに関する

評価 

5.5.6 富栄養化現象に関する評価 

5.5.7 底質に関する評価 

5.5.9 流況が悪い時期の水質縦断変

化 

5-7 地理院地図 国土地理院 － 
5.3.2 紀の川大堰水質の経年・経月

変化 
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表 5.7-1(2) 「5.水質」に使用した文献・資料リスト 

NO. 文献・資料名 発行者・出典 発行年月 引用ページ・箇所 

5-8 

水文水質データベース 

（http://www1.river.go.jp/

） 

国土交通省 － 

5.2.3水質調査状況の整理 

5.3.2紀の川大堰水質の経年・経月変

化 

5.3.4大堰下流の水質の経年変化 

5.3.6底質の変化 

5.5.1 流入・放流水質の比較による

評価 

5.5.3 大堰下流に関する評価 

5.5.5 土砂による水の濁りに関する

評価 

5.5.6 富栄養化現象に関する評価 

5.5.7 底質に関する評価 

5-9 
紀の川大堰底質等調査業務 

報告書 
近畿技術事務所 平成16～18年度 

5.3.4大堰下流の水質の経年変化 

5.5.3 大堰下流に関する評価 

5.5.4 健康項目の評価 

5-10 
近畿地方管内水質等調査業務 

報告書 
近畿技術事務所 平成19年度 

5.3.4大堰下流の水質の経年変化 

5.5.3 大堰下流に関する評価 

5.5.4 健康項目の評価 

5-11 
紀の川・新宮川水系水質等調査

業務 報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成20～令和5

年度 

5.2.3 水質調査状況の整理 

5.3.2紀の川大堰水質の経年・経月変

化 

5.3.4大堰下流の水質の経年変化 

5.3.5 植物プランクトンの生息状況

変化 

5.3.6 底質の変化 

5.5.1 流入・放流水質の比較による

評価 

5.5.3 大堰下流に関する評価 

5.5.4 健康項目の評価 

5.5.5 土砂による水の濁りに関する

評価 

5.5.6 富栄養化現象に関する評価 

5.5.7 底質に関する評価 

5.5.8 水質縦断変化による紀の川大

堰の影響評価 

5-12 紀の川流域流量推移表 
近畿地方整備局 

紀の川大堰 

平成15～令和5

年度 

5.3.6底質の変化 

5.5.7 底質に関する評価 

5-13 
平成 15～17 年度 紀の川大堰

管理補助業務 報告書 

近畿地方整備局 

紀の川大堰 
平成15～17年度 

5.3.6底質の変化 

5.5.7 底質に関する評価 

5-14 
紀の川水系河川整備計画 

【国管理区間】 

国土交通省 

近畿地方整備局 
平成24年12月 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-15 
紀の川水系河川整備計画 

【国管理区間】概要版 

国土交通省 

近畿地方整備局 
平成24年12月 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-16 市町村合併資料集 総務省 － 5.4流域社会環境の整理 

5-17 

国勢調査 

（https://www.e-

stat.go.jp/SG1/estat/GL0210

0104.do?tocd=00200521） 

e-Stat 政府統計の窓 

ホームページ 
－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-18 
和歌山県観光客動態調査報告

書 
和歌山県 

昭和50年 

～令和2年 
5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-19 奈良県観光客動態調査報告書 奈良県 
昭和50年 

～令和2年 
5.4社会環境からみた汚濁源の整理 
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表 5.7-1(3) 「5.水質」に使用した文献・資料リスト 

NO. 文献・資料名 発行者・出典 発行年月 引用ページ・箇所 

5-20 作物統計調査 
e-Stat 政府統計の窓 

ホームページ 
平成5～18年 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-21 和歌山県統計年鑑 和歌山県 
昭和50年 

～令和4年 
5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-22 奈良県統計年鑑 奈良県 
昭和50年 

～令和4年 
5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-23 

一般廃棄物処理実態調査結果 

（http://www.env.go.jp/recy

cle/waste_tech/ippan/stats.

html） 

環境省ホームページ － 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-24 和歌山県環境白書 和歌山県 － 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-25 奈良県の環境白書 奈良県 － 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-26 

平成17年度末の汚水処理人口

普及状況について 

（http://www.env.go.jp/recy

cle/jokaso/data/population/

population.html） 

環境省 浄化槽サイト － 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-27 

汚水処理人口普及率／接続率 

（http://www.pref.wakayama.

lg.jp/prefg/081000/gesuido.

html） 

和歌山県下水道課 

ホームページ 
－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-28 

下水道普及率 

（http://www.pref.nara.jp/d

d.aspx?menuid=4512） 

奈良県ホームページ － 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-29 

都道府県別の下水処理人口普

及率 

（https://www.mlit.go.jp/re

port/press/index.html） 

国土交通省 

ホームページ 
－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-30 

住民基本台帳に基づく人口、

人口動態及び世帯数調査 

（http://www.e-

stat.go.jp/SG1/estat/GL0802

0102.do?_toGL08020102_&tcla

ssID=000001028704&cycleCode

=7&requestSender=estat） 

e-Stat 政府統計の窓口

ホームページ 
－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-31 

紀の川中流流域下水道（那賀

処理区）計画図 

（http://www.zwgk-

naga.org/） 

公益財団法人和歌山県

下水道公社ホームペー

ジ 

－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

5-32 

紀の川流域下水道（伊都処理

区）計画区域平面図 

（http://www.wakayama-

spc.or.jp/） 

公益財団法人和歌山県

下水道公社ホームペー

ジ 

－ 5.4社会環境からみた汚濁源の整理 

 

 

 

 

 




